「信用 9 ああ。 それ は、 だって あたり 前 だ わ」 

「ひとつ、 君の 兄さんの すすめに したがって、 その 何 

とか 総務 係長と いうのに なって 見よう か ：••： 」 

それに は 答えず、 しばらく 黙った まま 歩いて いた 峯 

子 は、 どこ やら 歎息の まじった 調子で、 

ご ひいき 

「兄さん は あなたが 御蟁属 なのね え」 

と 云った。 

「うちが 女の子ば つ かりだから 無理 もない ような もの 

だけれ ど …… 。 でもね、 私お 兄さんの 御 貝顯属 は、 本当 

のと ころい つ だ つ て 心配よ」 

「 そういう ところ はなく もない ね」 



どれ、 と 再び 照 子 を 自分の 方へ 抱きと つて、 慎 一は 

シ ョ —ルを 子供の 体に まき 直しながら、 

「峯 子の 恬淡 さはね、 世間の 妻 君た ちに くらべる と 或 

は 例外 かもしれ な いんだよ」 

と 云った。 

「東洋 経済の 調査 部員なん て、 今の 時世 じ や、 てんか 

ら 社会的な 地位なん ぞと 云える 種类 の， 。じ や,。 レカ 

らね」 

穏やかに 自分から つきはなし たように 云 つてい る、 

その 調子に 却って 慎 一 が 兄の 就職す すめ を 重く 考え か 

けて いる 傾きが 感じられる ようで、 峯子は 浅い 不安に 



つづけて ゆく かどう かとい う 相談 をつ づけたり した。 

専門学校 を 出てから 結婚しても、 峯子 は、 或る 雑誌 社 

へ つとめていた のであった。 

二階 を 下りた ところの 四畳半で、 峯 子が ホワイト. 

シャツの アイロン かけ を やって いた。 縁側よりに、 同 

級だった 琴 子が 照 子 を こっち 向きに 抱えて、 その 手元 

を 眺めて いた。 

「この頃 はやりの 生めよ、 ふやせよ もい いけれ ど、 私 

たちのと ころなん か、 いろいろ 影響が 微妙で …… ねえ」 

一 年 半ば かり 中支へ 行って いた 山 崎 は 還って 来て か 

ら、 夫婦の 間に 子供の ない の を 頻りに 苦にし はじめた。 



朝に なって、 出窓に かけて 新聞 を ひろげて いる 慎 一 

の 姿 を 眺め、 峯子は 夜な かに、 空気 を截 つて 耳に つた 

わって 来た 音 をき いて、 あれ 程の せつない 気がした と 

いうの が、 不思議に 思えた。 それに、 何と 云って 話し 

て いい か 分らない ような 心の 経験で も ある。 

格別 拘泥して いるつ もりで もなかつ たのに 次の 晚も 

峯子は 同じよう にして 目が 醒め、 醒めて 見る とそれ は 

夜な かで、 そして その 音が している のであった。 同じ 

ように 峯子は 切なかった。 しかし、 その 感情が 非常に 

せつない だけ、 益々 その 時 慎 一 をお こす 気 はお こらな 

くて、 彼女 は 了 $ こめた 思いで 眠りの ために 芳しく 重 



のであった。 

一 区切りまで 仕事 をす ると、 階下へ 降りて、 鉄瓶に 

さわって 見てから 峯子は 小 膳 立て をした。 勤め先の 会 

議 から 帰って来 ると 慎 一はき まって、 茶漬 食える かい、 

ときく ので あつ た。 

四 

日曜日の ひる 近くで、 近所の 中学生が 杉垣の 外で 

キャッチ ボ— ル をして いる 音が きこえる。 慎 一 は 照 子 

を 抱く というよ リ 腹と 膝との 上に のせて いると いう^ 



い 粒々 だった 穂 を 見せ はじめて いるので あった。 

「ああ そこにあった 手紙 御覧に なって？」 

「知らないよ」 

「『電 電』 の 下に あるのに」 

照 子に 何 か 云って いる 声が しずまって、 その 手紙 を 

よんで いる 風で あつたが、 やがて、 

「おい、 ちょっと 来ない か」 

顔 はま だ 手紙の 方に 向けられ ている 慎 一 の 呼び声が 

した。 

r すぐ， - 

「 —— 来て 御覧」 



「ひとりで きめてし まったり しないで ね」 

「大丈夫 だよ」 

「お兄さん、 この頃 一生の 方針が お得 意 だけれ ど、 そ 

れ にしろ、 いろんな 立て かたが あると 思う のよ。 そう 

でしよう？ 臆面もなく えらくな つたり する の、 私、 

何だかい やなの、 自分た ちの 姿と して みても。 —— お 

頁ヽ OS 一 

原 レオ」 

峯 子の 云い かたは 素朴 だが、 臆面な くえら くなる と 

いう 巧まない 表現のう ちに、 周囲の 現実 を 直観しての 

或る ものが 語られて いるので あった。 
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